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図 1 上: 平面電流．下:
x-z 平面．

図 1上のように x-y 平面 (z = 0)全体を一様な定常電流が y 軸の

正方向に流れている．電流密度は (x方向の)単位長さあたりK(> 0)

とする．対称性から，磁束密度B は z のみの関数 (x, y によらない)
で，x成分のみ持つ．つまり，B = (Bx(z), 0, 0)と書ける．さらに，y

軸のまわりの 180◦回転での不変性から，Bx(z) = −Bx(−z)である．

1. z > 0の領域でB が定数であることを示せ．(ヒント: 図 1下
の閉曲線 C1について，積分形のアンペールの法則を用いる．)

2. 同様に C2 を考えると，z < 0 の領域でも B が定数であるこ

とがわかる．C3 について積分形のアンペールの法則を用いる

ことで，Bx(z)を求めよ．

解答 (裏面も使ってよい．必要があれば用紙を追加して綴じること．)

http://www-het.phys.sci.osaka-u.ac.jp/~tanaka/teaching.html


